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Ⅰ郷村建設運動の思想的背景
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{ft百日から渉〈のようにJ兎序iす→るまでにfr;－，た｛ι＇＇》、
" 

すなわん，：lO 年代位保恐慌；土問1；祭収支の悪化ど u，~
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郷村建設7：の工作過程の中で一体化したことは，死tfl持＇f~こjL iこよ 》て生:1f力~lcrli:li • J:('/i主主せ：，

す－1,,_；！）九JJ；〔i室長）］点灯〆pきょく農業の資本主義化，民族工.Yiの興起をfiLし，，JIされい、} J士J自jl[,_',:-tJ.・ 司

M；蓄m過程の推進iこ日原をよ：rつものであったことゴL、）さいのT；）：：・！＇［：！乙が鼠』起する上うにする，

ところで梁激況のおri布教主義f.t, 

この巡回れ引t1で ljl.（こ消極的民、工物としてあソたの

ではなく反共運動として同ll寺にこし叶室長bが行たわ

土－r,；官、さキEる。r.~；製品と；i」主叫

ん））一位一とiよf:tc流通の1，叫民）-1;[を：活発に
,:21 .!Jミr:U1;

｝~ 主 4~，j ＼.し唱

さ「一）；二梁；t一両i下川j註をと；t：，、寸一ると L、うしりである二

実；土民村主的15):'.f;rjを担》ていれたことと関係して，i－！木々為lて主力、心／1¥ fむし

ら出発せS:;:, 1：えす，

f二日本と ，＿！）比較にじいて司

榔村建設運動の行なわれた時期

j でに農村社会に階級1'1':J緊張状況が一般化し

とL、う υ）（よ，
o
 

p
j
 

：よ，

,i,1司：土

したカ‘ってr!1ILkJiU::!:f可洋（／））立で；tなL、どしてい

るコだがiJ.;/l二日iiz)¥Jは七i土、ャ工主化声主主化をfl

た 1_／）；ニ対し，

この上うな状況の中で暴力的に原始蓄積て）.5fJ , 

をt）＇！.仁おうとすることl上階級主li'Lを爆発させるこ

支配勢力にとってきわめて危険なこ

このため懐柔的胞策ーをも寸て原始書

とをむi広しも

とであ，'tこO

ブー tl-ジョアi下j

IJ'l存土J¥(11iiしているといえ上う。

ところで l,う］人郷村建設速引の i¥JUi'.J 1・ y寸

f｝と十ふと L、・：J｝.＇..：、：~，i'U§ し ζJ.i IJ、

HIを耳uこそうとする；子取にみちた構想、が生じたの：長問初jをうミげなくてははら，＇fL、でh y ' ., 
JO←－  ；；」」／、．

ヤ亡、ある。長時初；土平氏教育運動し＇） 2°J'CJ良とし←日I＼廷あろう。

このl／可O＞議日l詰を少し，gkf/ jするために梁の文化；iお長時，H,Jf上半＇J:'j()()I）人ジ出 l次世界大it喪主:J;'y,L1二c

まず梁によれば人F七には：：.つのをお{1ヤナる l(l_7：。この11寺PLi，羊人労q1 Ii:］人労（副l古とlりくHIvニ波）た針、

それに対応して三.) :J）態度があると問題があり，乙。jL 1助Irとの陥五；主主 J）あた t〕；こしたことかん，

う。三.)(I) tl¥Jl越と：よ，（1)人対物質の問題、解決i t丈背中i司人労働者.7)教育の問題がJ与JノE立法：'i'tに

(2）人対人，倫理・札俗の問題，

角＇i次の対象；I他人の心，（3）人対11己の問題‘解決

のえJ・H：：はi’J己の生命 ['I{,t；。三〆・i0）態度とは，（a.)

のえ，J-:'RH自然界，そLておそ「ヲく lよニ

,1)11寺j切に削I自7こどt二上って多く主張された「！叩ill

'.Aノゴさ識字述がJ士提唱した。

ふことを少
＿，，，占 .J.. 

王－］＇，；，どを（研）t・j・叫ことを多くし，

ひたむさに正面より'P•ill日常に前方に向けられ，と1‘、ワ一連じっ完本：R12 ,・, 1'r'Jt1ドに触発さ／ιくせよj

対象の改造により客観的にfL¥l屈

を解決して満足を外界に得るj態度…ー（1）の問題

iこ｝，tI.じ。（b）「両限i土常に白己の1J:1j掃にrt,1けられ，

要求をつきつけ，実践的に工11：を進めるなかで丈百がt1¥ili上

r:p ifi] /J:;lt：当日j乙勺

7. l て

）も民付に広範に存すること

り人民の大多数回'}o以上が民民であることに気つ

-'-F'民教育士出村方通ら本協i切にtlfJii台Jる主う i
 

posト
トCl しょを）弐くし，寸べてのことを自己に還元し，1、..

可d 、ー，

己ど相手方のfllJをrl!/.J.fr1融合しあるいは彼我の対立二ふる。そしてこの平氏教育連引は｝？なるぷ七J主

多数の民衆に巣くう述信的頭脳5：件 主観会変換してその所与の境地に白を坦践して，動を越えて司

;-*q;Eを内心に得適ずることにより問題を解決し，学的 )jj去をjr有じと j!_[fむ｛ヒすること士ttl的と Lて

らj態度 一（2）の問題に対応。（川 rt：可題の絶滅を

根本的に要求を生じさもって問題の解決とする，

；~~｛軟 i•？ とは ／i

M1過的発想をli"L,Hi’：＇（1 )j j主とプ

二じ＇） 仁うに＇.と刊誌初し引場 f主（土τ

終始
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Nうものであった。

さて郷村建設運動は，

せなレことをもぺて無上の満足とするJ態世

131の問題にけ応づ こうした儒教倫理的民族

封建支配勢力のブルジョア

的変質退程を側面から援助し上うとしたと考えら

原理を煤介としつつ，I期の丈化が（1)

（川＇（＇）解決・完成元込.＇，，第三期の丈｛ヒが（ 2)(Li）の解

iた・完！主力ミ「，， t:lWJui丈化か（3)I叩

1）：に丈fヒv＇）発展に－ ) ＼、ては，

この過程は元来その後進性のゆえにiLるのどが，

原始甚之原i品店：で、あるとl,i］時に民業機械化（産業中：事 l)fjj、第三！与］， ,~1 ;; ,;, ，－，生じる。歴史的には，

したがって民業労

農業機械化がかj時

11/l）過程でもあら,rlばならず，中［｝i!（＇））詰合、 第 L！拐n丈｛ヒの；'r::11見均jじI〕h出土，l るの

経営規模の拡大，働者の長i]tl:l,こν）たぷ？に人を主たずに第三期の文化；二移行し＇

そのために郷村建設運動は経常に必要とされた。ノ、土た科ヴ二li'J、

二JL l二年fL, 

対物の問題；士進展の機会を失い，

践的態度tl,生じ／なカらったとL、う c f-lll't'.lの拡大と農業機械化に関して合作社化運動と;Ii 

農業労働者の店i]tl＇，に間 L

ても当事村教育運動と一体的な関係さとも＇）ことによ

って総什的に行なわれることとな（た。

このぶ；二W,1L提j秋浜は， 19壮年10）］の河北省定

信接な関係をもっ一方，~;2J努

の文化に待行ナる過渡期にやはり，1¥l期の文化の

原理の極度に発障された I唯物史観J（階級原理）

をH:l主｜とする共産主義によってゾ連に革命が生1二

fことする。

代目P'J:I士出li明（／）文化の7とわ止をよやりとい＼

民してや開かれた郷村工作討論会第2次集会の初日

に！郷村建設旨趣JとL、う題の講演を行な／〉たが，第1期の丈化をどび越え，第三

期日）丈（ヒ ~7F3r&:した中ILi；土ラ

1ィ、－:f)Liこせよ，

そのq1でほぼ次のように述べたん 9'1。中［設の興亡いま・－＂ ：：，；お 1芳！の丈

中回全工業化しうるかどうかと L、う問題iこJ ) :.t' 化に逆民 IJし上「jとしても，それは不可能である。

[It界の大勢からみて、中i白山:s:tdいっているが，辛亥革命以後， ii:四運動と共産主誌ニロ〉ことl主，

寸な）' ry ？と化iこtt5虫白のi立がなくてはならなL、c者心＇Ji＇軍副刀‘ F1i、Lf二仁のわり~~t；がすでに事実に工

郷｛、jのす二1)£.1］・購買｝J：全両めることによって農業・ー、てJ正旬j：＿.てし、る。

くなずJた山ごわり今後fJ一般生物心＇）1・1己保存性乞

t；土や西i羊カー「y学ぶ'i，のはな

工業の波及的発展をもたらす一｝y, 出＇l¥'I台II.1:L／主

生産の社会化を進めると面で遂J欠A-/10を行なv',

分配の社会｛ヒを完成するのが中国の道で

人知独自のtlH＃主’R議'i'J;_:_t~づく（す ！，：じり I）越えて、

l!iJIIN：二，民的；i'l覚 I／；、川l＼発しわ丸山三1り］cT）と化に左：，づく〕

ょうるとL、う。t( iJ-}.1/f/よらな；、とし、う。

F
〉収臼かれはまた商業資本の農業投資に／パ、ても，二山第：：： +VJ Jつど',・,i，ん＝るよ 3に，n上l/) 

fじとIt, iii工品業がい J 。jこん好転すれば民業投資はぢ）＼Tliへ

逆流するであんうというー郊の悲観論に対して，

Mil1における資本主義的経営から出発するかI）は

f,-i'.i'{がないと断じた。

二,J_）倫理lよJ'.y

三d世iEと中心、として外 iこ 1 ，~j／；、サて J枚

あらゆる↑士会関係を規定するiJι 品、昭

（布教倫理そのものであふ。

分倫理であり、

射しており，

弘、i中kiJi；はこのfrI教倫理心民族主i史的傾向全一与え
経営規慌の拡大もところで元来共同態規制は，いわばそれは民族共同体ょうとした；（Jけである。

民業労働ri－化も農業機械化も必要としなレばかり

したが3 て封建支配
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勢力のブルジロア的変質ill立毛主主； j生めば進むifど，

その対立物として｛動く。

ぴ＞占\ttihえを山与すものとして特1~ ＇＞： t ることもでき

そこでの新同教主義は，階級分化のi)ふ益金

いわば共同態規制的役；i,:11を

ょう。

ff口市1J-Jるものとして，
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的変質過程「l体が， 木民的；二新ffi,；教主誌がjなもの
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民！幾何とりr，「lを／jなうこ Iーが前理とある（「liii¥1寸辺助
成功的基本条i4J）。刀法肢体，山r:u泌につし、 (J立ti'むつ
l i；監うへきiした多数，＇）］（衆が j主（口（l'J))i(l以主ち ＇－c

,_ －＂.，ごそてあい， hl己e;.lifliJi/: 1, f i学f七，｝、止め；＇） Ji（.ムに

Ii, tji；こ1IJiJ1，～ぷidLご似ろたII ~－ 1~ なく，千 l?i'l'J/j J、
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II lU民党ぴ）！民主政策との山え＿［＿（

主！l¥tJ-建設｝室長）jがヤよL、上本協化の兆しをみせは

じめたのは 1928IFになってからであった。このfド

広東'fl＇立第 I小学校の校長であった立さ激況は，初

めて明確に「郷；i,Jを主張するにいたり，翌年冬

川市也、政府主席韓復葉の援助で河南省輝県に河市

1:Jif ，＂／：院を創設したし＇ IJ。また， 1929年 1月には

五万；）店長廷らが北平で l'H治片T山を負I]iリ，

t長持，xi~t，よ翌年この雑志の主宰と Jなった伯 2）。この

け、か，江間j；札挑志泉などの指導下に中華職業教育

社が El28年 4月かん江蘇省1'.i山県境内の徐公橋で
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本俗的工作をi11J始 1I} 1, ~I（号初の Hr汚 f山中恭平 かわらず、 19:28年以後同民党が農業政策に Tぐ旦；

民；教育促進会も lリゴり年秋からナベて心 i（下を北、ド 点を置いたJ：，けではなL、。むしろ111民党のこのu寺

から河北省定IJ，＼に作し，工作f.:4二十各｛ヒ；三 i_tfこJI 4 c ！坊のll月心l士急速な工業化の実現にあった。すなわ

二I】上 よ！ iこjlf旨／J十九本俗化，｝）兆しが 1928＇］三を l走と 九l干l'..281fl0月26上lの前，1；欠1-1.1務会議の決u義に主V5

：て現；j);j l どこと it, 七九んん江； 1次ILIJ七（－；－fjo (/) さ公街主ht：こ；，i)il政期総政｝'i二；・Jtこよれば， 1111 

とl:Jl係Lてい〈〉♂ ・iJ'Ufj紋／＞＇.；二 iてι二山Hc1' i,( v ＞＇，！，｝裂か「》して， ますミ社会1王ifiの／J｝、動力となる
期日、1)1）にははJじ｜’i(JJ:'Jh,・:C:llfJ/l{IIにiiふ， ／ここ土はな 1,l本工主（i）開発を計る必、長があるj とされたハこ

刀、〉た y むし J’Jl'.I二：：， s1 九 li~f は， .jJ、 iヰ北は宇守子；？と 山ほかq1央執行委日会第5次全｛本会議 (1YL8ij.(i/J 

しり公iifc／，，【（；，♂＇／三けど入 I兄可杭lよil争に社：Iるだえも IJ¥JflUに汁する係科（｝）建日支：・J;業方針芥iドもら（）力if'・

とLたi心、jにとど士 1ていた＇＇＇ ＂♂ wu1,i¥・J1tii骨兄椋総額三50位1cuけら鉄道I常設に年

ごこでこ／）liU c-1: 111(,;;te＞列主に／八、ζ 前t¥iに触 ll¥J三位jし， i’！動車時（／）修築に年11¥J2 {1吉元とし，こ

れごみう l l '1:_;7 ii'-1・［8科f「1け－－ -rターiた Ii;1 れにi七し民業建ぷに／）＇，、ては最初の iり年間に総額

; I'-7 ) J IYJ J;, ! ii l ~ Jl文l白川、 111 央；；；；・ f写会ぷを 11＼刊誌：，，~： :)()()() 7 J）ム 50力if'-で2｛.自：止としたほどである。ま

荒川温；こ J 1',' .~- JI_J（」fとど川氏tl,:1)1＼＇二九jL；わけ上 た EJ:~＼ J ＇.ドら JJ ,t日の，；111令第：121出よ， iI」家経済主主

うな＇JI'ijよタiJ予とHtl1J全加λ／こ，， Ii, (11 Wri/-Mお！とj干の ぷの)llyjけpを，（1）鉄道、（2）国道，（3）その他山:Xi並Eド

士手IJトflL, ft付；二｜培械がj分化合；る：き起三そう ~t, 141干1m.イ実および基本正業，（5）治河，（6i水利・

とし允こと，（2:1J、門店士主要治成分イと LC巡！日j i創立・ IJII主・ 4多民 J>)l~jf立と J－るーか，地）j各？比五

山J主権 l七無為住職JJ良l（に：；宇保三せたこと，（3)tt 民連立に〆山、仁l：し（l）有道・地方交通・μ：業，（2）農

民1f;t会に1,' J 主いを j1 ＼~ ！＇え3せたがilj~ , 新h長劣料l 業・牧市・ fJH翠・水平11, (;J）古l¥rti改良・公益七業，

階級を形）；比，＿＇＿；＇土よ二二三、 1羽生産♂〉堤防にiJ:J:i：を）JI! i4) it討会二建設川ll(jf:v：を保つよう定め／こ＇ ii 7 ！。

えな ／j'.・ Iたこと、 15.111 d，機関を完戒しなか r ; た二 川民党が民業政策に Ql;/,i，を泣くようになるω

とりこれに呼応し l：氏湾政府主ますり JJ 1 11 ,1シ iよ， Lll：界恐慌の危機がL、よし、よ1J1!JJ¥-1sj内にまで波

ア人庶民Ii日1''. L i士f足先‘ 7月初旬守 党1t1央執行委Ji 及 LCきた 1<J:m年代にl.i.－，てからである。 f,,1民政

会拡大会，l{~ C' 共産t立のl1JF:：党内，＇） f,f,動， J-＿；よ }jぷkj一ぐに .E犯がド12)]2011農政機関として行政院

ひ｜司氏品一命， t{1J~ － Cvl JI？己主誌の’.＂；： {z_;/l,-ifi/Jを出Jl:, 1!1に良鉱却をぷけ亡し、たが， その事業汁j1lliが確定

；）引、でぷ }J ふ II ，二共産党取締（~士伝色、［~－！民党内 したのは 19:2（）年7)120 fl v> J]ll t-1 JJ!I政時期におけ

ω共産系分｛,11/m;'i5士行ない， iゴJPこi土式決政府 る1-tl民政庁、ib主政綱領草案」以後であり，かっtミ業
υJ i旬 1\•:LLJ re Jl:k 1nごし） (?[-ii'~午m とよE -I j;こG 政誌の一！，じの基｛濯ができ上がるには lYJOif6 JI U 

こうして日 l〔）出午初頭山 4；公立体会訟は， l（米 fl立法院会議で採択された！土地法J0) 1l'i現をごま

運動の禁日‘ 山氏；／Jl織の根本的改組をI／＼＇，同 llfi 1こなくてはならなかった。

lこ階殺闘争illfJkJ-る従来川氏ll'.:W，会；条例を此 この「t地法ji土，（1)寄生地主に対する規制と

束、＇.｛1¥iJ?l:iJと組織に kI) )lミI一七，，＿，：j.純織化合｛！なう れ作民の創出，（2）地主・ノト！？：関係の調整、小fltl'{

ニとを；：！；：＇，.主； L，ヒコ 山手IJ主主｛呆謹を口i't'Jとしてし、た。

こしりよろな民共｜刊誌主政指c)-1,c：山/itll立にもか たとえば第14条・地方政府iよ干1.ごNv）土地に対し

25 
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下記の情況を右志しつつ個人あるいiよは体所台ゆ

土地面積の最高限度をそれぞれ設けねばならな

い。た j七し中！！と ））地方政治機t~，J の調丘決定を八な

ければならなし、。

(1）地}Jの必要司（2）土地の種＇fat(3){:Jむの性＇I’t

第175条：同一の賃借者にして10年または10年以

l二の期l品J，連続して土地の耕作ι当たり，一方むの

上i也所有針こj"j'v、て当撚土地の所在地域に居住せ

ざる場合は，貸借者は一定の法律的条件に従い，

、＇_j該土地の取布院を有するに到るべし，；；；;r,;172条：

耕地の賃借契約が一定の期間を有し， そして布期

間の満了する時においては土出所有在日身が、う；亥

土地の耕作に当たろうとする為にこれを回収する

場合を除さ， 賃借者は右契約期間を無期限に延長

する権利を有す」第1n条：土地所有者においてそ

の所有土地を売却せんとする場ふ当該地のtH普

tr；ま該土地の円取に付従'.tic権を1）牛す。信 18()c然：

無期限借地契約は左の各項のーに適台する場企を

日：き， これを件」卜与する二どが出来なヤ，（3）土地所

有者において自作の目的をもって土地を返還せし

むる場介I 第 178条： l'JH也の価値に課せられる担

税が，賃借者により納付される時は，右の租税額

it l也代工；〕控除三れなけjLばt；九なヤ沼179；長：

賃借者において， その支払うべき地代の全部を支

払うこどが出来寸、一部分のみ納付する場合， ！： 

地所有者は右の一部分の受納を拒否する権利を持

iこない。えだし， 賃借／＇；－：土右地代の一部分の交納

をもって七地所白者に才3いて地代引下げを承認す

るものとみなす二とは出来ない。第177呆：…ー・地

代Jま収穫物の375%を也過してはなれない・・

（この条項は1926年10月の農業綱領の25減租を7事実上踏

掛J。この他第1()，｝：第329条から；n4条主には不在地

主税を高率に課すよう規定されているf注目）。

以上カaらわかるように「土地法jは，四省、秋l［＇と

26 

暴動，瑞金ソビエトの成立をへて，階級的緊張状

況が一般化してし、た中国農村で，階級闘争を地主・

小作mi係の調整によって緩和し， またそれを通じ
て孫文の三民主義，特に「民生主義J，「耕者有其

EEi Jの錦の御肢をかかり、ょうとするものであった。

ところでこの「土地法」は1930年6月初日国民

政府によって公布されたが，実は第1編総tl!J第8

条に「本法各輔の施行期日，区域は店ljに命令をも

。て4二れを定める」とあり， 1936年：1凡1!-1土地

施行法そのほかが出される1で各省dT土地行政を

その統制下に置くことができなかった。したがっ

てこ釣「土地法！は，；lO年代初期にあっては，あ

くまで各省市土地行政の理念的モデノレを意味した

iこすざJないであろう（、i9）。

この「土地法」以外にも，同じ 1930年12月立法

院は［民会法jを通過させ，翌1931年i月には国

民党執行委員会常務会識が従来の農民協会条例の

廃止を決議した。 この民会訟の内容の特徴は，（1)

従来の農民協会条例が小作・自作農を中心として

いたのに対し，会員資格上，階級的差別jを廃して

→律iこ全農民｝凶を包含しうるものとしたこと，し

たがって地主（寄生地主も含む〕，富農の参加が認め

「〉れたこと，（2）全国的統制機関として恒常的な全

国農会組織を置かず，実業部が必要と認めた場合，

および5省以i二の農会の提議があった場合tこ限っ

て，全国農会連合会議を招集することができると

規定し，農会の自主i'r-Jj反生機関としての機能を生

かすような方向に向いたこと。

「襲、会法Jは19:ll年 2J1以降実施されたが，新農

会の組織はわずかに江蘇・山東・山西・河北の 4

省で若干発展したにとどまり， そのほかの諸省で

はほとんど進展しなかった（注10、。

以上のようにほぼ同時期に出された「土地法」

と「長会法j,t, 1930年代初期tこはほとんど影響
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力を持ちえなかったが， それにもかかわらずこの

2法は， その後の国民党内農業政策のjJ／；引をなし

ている。ぺ主：1この2il；士通じてヤえることは，

(1）地主（山商業高利貸資本，官僚資本とと三位…体をなし

ていた〕の生産的農業投資への誘導，（2）この農業の

資本主義化過山に伴うア1cs ！ア的農村支配組織

の自発的 11i~M岐への誘導，，1）一つであう·：J 0 

さて， 19:lO年代は周知lのように世界恐慌が中国

経済に実問tYJJ二波及しごきた時期であり‘ tた同

時に自然災・，，； ／；」あいつし、 f二 11~:Wlでもあふ。 Iii民政

府はこの世界恐慌と自然災害を直接の動悶とし

て，本格的に農業政策へと重点を移行す4 るlこいた

ったのでめどJ

国民政府・ γ［政府の長業政東重視は；Et王EJ:13年

に始まる。たとえばこの年，対米5000万金ドル棉

支借款を協定成立，行政院内に農村復興委員会成

立，実業，；［日こlit 央農業主！抄~mの成立， qi一郎ι業銀
行の成立， ぶ凶経済委員五主（1933年10月成立〕内部

に農業処，棉業統制委員会の設置，ならびに中央

政府の投資による 4省、（ii叶’J，河北，？＇，；仇 jL西〉

農民銀行J) ,;): ti：などがあL、J 川、で決めん；／L/二。

こうした似向はまた， この年の政府機関，省、政

府，産業開発に従事する民間間体からの補助金ぬま

たは貸付:rt，｝）要求総額ii;,;:(n：：のうち半似以L：／：，水

利・濯；fl！｛土台L'農事改良計j,lft｛こ関するもυ）マあっ

たという事実からもよみ取ることができ0(clll)o 

ところで，周知のように， 中国では官僚・地主・

高利貸jr(-j人以本の三位f本が仔在したとされてお

り， そこから国民政府・省政府の農業政策と高利

貸商人資本の農業に対する志向とが同ー視されが

ちである i九 1Ci27年の持介行国民大革命以後，回

大家族をt[1υとする膨大た日本の集積が起三るな

ど，資本の性格を一様のものとしては規定しえな

いような事態が生じていた(i]12）。

一般的にいって， この時期の資本の性格につい

ては企業者の型に従ってほぼ次の凶つの範轄にうI

けて i＇；えられる。すなわち，（1)新官僚資本を代表

する建設委員会（1928年12月設立入金国経済委員会

(1933年10月設立〉，資源委員会（1935年設立〕，の構

成メンパーとしてのほ民党中央官僚， および］陛）j

行僚資本の系譜生ひ〈地方省国民党実力者，（2)L¥.:: 

間財閥，特にj折江財閥によって代表される，前期

的性絡を持っとごろの銀行資本，（3）従来の技術的

~盟主に立つ中／トブn1cとしての広範な手工業者，（心

地主的な農業企業者である。各範鴫の階級的特徴

については， 「悶民党中央官僚が半封建的寄生地

主とみf立するものであり，地方官僚資本は妥協的

関係にあり，財閥はむ・しろ半封主主的寄生地主と

していた」，「主として手工業者たる中小ブワレは

半封建的寄生地主とは対決するものではなく，む

L んそれと｛可等の）f；で生産面流通miで連っていた

い品業企業？？に LCも寄生地主的母斑をかなり

濃厚に滞びていた」［山13）。ここで特に問題となるの

は淑江財閥を中心とナる前期的銀行資本である。

すでにみてきたように， 国民党iド央官僚資本ii

ブルジョア的変質過程を歩みつつあったが，前期

的銀行資本は全般的にみて，この動きにむしろ消

和u~t't':1対応しかわーなわなかった。と；μ 、え， 前期的

銀行資本は， いわゆる「四行二局 J産Jや資源委

員会，建設委員会，全国経済委員会などを通じて

悶民党政権とのコンツェルン〆組織を形成してお

り，その点からも19；ロ年， 34年頃まではかなり積

極的に国民党の農業政策に対応し，第1表の諸農

業銀行の設立のほか各地の信用合作社を通じてか

なりの貸付を行なっていた。

ここで少し作）括合口三社の動さについて触れてお

く必要があるであろう。

信用合作社は， 1924～27年にかけて，華洋義賑

27 
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し仁円、；千三（）億三（）（）（）余万元， 20｛立元むあ ＇） たこと，
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第 4畿各種合作社の百分率
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1934年はI持暮橋著，米沢秀夫訳 r支部農村経済概論』〔議文l羽，昭和12年〕。（原著は『中国幾村経済常識』，上
海，新知書局， 1937年〕。

〔注〕 消費合作社には日普賢，供給，消後合代社が合まれる。その他には利用，保険，貯蔵，公用，兼営等の合作社
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1:,1，国近代農業史資料』，第三斡，605ページ。
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かにしていないので， 竹：i'i，，吟fi;)LJて；ihる。（2）上妻
『中国資本家のlミbirJ（出11'Uじた，1966年4
74ページ。)J 
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る。（3iかなりの人材を持九えていない以前に軽挙

それはnら民を労L,主：動ずることは詐されず，

財をft);ぺけることであるつ

m；十「建ぷj宝;l,!1グ！l,－－：＂ほどのように対）ιLIこ
であろうかc

既述したことく‘ 19'...'.7年のIJc¥jt,:合作ーの終おをさIi

-r 、、，

二才l!l:l ぼこのような主張がなされたのだがrz: J主的色彩を濃厚にしつつ本格化をIJ¥J段として、

銀行資本の農村侵入によって前期的収符多分に，｜王i氏党が依極的f二主主政始したえ！［；十l建設運動も，

が強化されるのではないかという警戒心からI!Iた治1酎fi~ と陪村民派古： M策にのりだすlリ；J:¥ifKでは，

前述した%2宗麟の生産

1，司係関係ぴ）改苦をまず第 lにせよという議論も唱

の懸念か「〉出発？るものξ1ラえられるr;,1T1。

もので、あったと思われる。

し，次のように述べて反論した。（1）郷ト！建設は－

f⑤T）社会運動であって， 崩壊の防止をだれに求め

郷民♂）負担をどの上うな力に村J yて軽減

吉rJii雑悦をt-.";Jtの力にキ1'ir，てVi＇＜くの

梁i牧i＼.~am trlJi.1'1ミを｛＼｝之こう Lた山隊派に＜，］－し、

,r. Lて分裂状態にあ J I f二。

+1仁，＇：：－•ハ

三｝）：午 lIJ l三I 1中雫職業教育社内 jγ蘇？？鎮江原；；＇t

J常刻；村山辺此i怜｜更が発起 U-lf本とたり、；i:noi~， c,;,1". 

杭寺：教｛f 礼／U山 i止法相、梁i事ki＇.，~ ( ri I取締；－十f建i；日庁究

｜引にすく〕 ！， どが｜；可 j也にf主主一 ι ご全凶組織結r,¥Uこ／）

,:,,n品、，

させ，（.， のか，

I！寺邦jii';j平と結論されjミTtl.

3人に同年7Ji中華職業教育社が年

各地en！：［！日村建設同体I）代ごたを集約

. r-i -; 
1-IJ 、し、て討論を行f仁

しti'泊、＇.／二

i;をrm"-/.~F\", 山本の主体をどこに；：fとめゐ乙.／；＇、：tl¥JRiVccn 七、／（ V 

-，ノび）!ti でふ／：）り（2)Lたみし、ご主lH建設運動iし「d1lt日l'L'1{;jiit:殺！；月前f；「会！の71集そ J十11t1fL t三人、

この政治問題でもあるの京総結rn士山！日Jimでありーぐ
－E
 二jtもr',%:11ぅ：11＇，な～、士主； rrcわた

己主）（cl)年！句とであ ＇） て， t''z,1',:o>fJ1 

ノ！J日士j;'. 、＂ IJ）こ山ょうれ問題にみfLて；ーに lt1¥l哀

れi;JjJI:のみを主張するようなげj.j,1dt'J態！支：ii士、ir,L~ 

Lえず j住んて建，.止を行なうとし、与干rt1ilii'1ヲ:4r,;:: 1i: f j'・ 

＼！；、人ll交月：Ti'l H五，. ／）グ〉式］

ヲ；：t主！！；村U，没ハヨ＇：（l「IfドのJljl

併にかパ IJ円分予μ：あ.'t－.か「〉に；l／，、f仁1''1,: L、J’

I Ji'職業敦子n上を中心とす之〉
が挫折L,1-J!¥l rl-1: t『

rI I., 

I 18 
f》!cオt王、 i!'JWffiit土.L,J)-tど1!}..，れらのである

l'i'fJ；γc fi~] ffr'.,': ll f二if'liltーI:;¥

教背任の.:;i:'.! ）欠午会 wnm司王）］ fl f t不明でふるが、れ
とそ10:,2～lnてどJi／＇＇；三されろ）にお L、で、（千j監の主『Q

'~UJ:1f t ・, ・，ご 1担［＼村建設に上る民族｛臨終案 I U:i永

町、j、れらιf三日え；｛，

民業政策に－，1;i;,,;,1；を；i'l'こうした！議論があEく巾で，

き始めたほ民政府が調停にのり出し、 19:t(:if-]:!)J , 

7:t1 ＇.！ 次 1':1政会議；工作itl~の郷村服務団体の代表を召した際、，，＼－；；組の起市北：1i!・i1l11され健医案）を

ここで全［1！郷村工作ご組織につL、ての発議が立ミし，たふ（ そ・ t,;f; :¥ill, t，日；tLえず入 t:i；二；お 1,HlのTi：沢

これによってIリ九九勾＂－ 7J1Ht=lからlG 上1

ま－：：， 「郷村工作討論会JCit沖jの： 1m,iでは［郷村建，：＇~

ltb，立会Jと名付けれれるはずであ..，た〕がもたれるこ

生’＇ti.Ltι二O（？工蘇ti<'1：教Ti'+':f::0),谷1車Ql(JiJ) 

lf'j(副長引に表Li、Lfn仁うな内J存

i', IL ( il:i I工子，；＇／），

J昔氏（／）起草f上、

であったf lハ＇，

山東古＼Ji平F人i11東郷村その発会式il:,どにf;_IJ, セしてi恒11) f¥l{E: t建設J乍と話にむな；二ないし？

史上；；党T1Jf'!'t院でr;fJかれることにな J -, fこ。t~など IL\l聞になムないの（2) ,1~ 面の弘主｛ I 士，主！r,t ］の

i:iJ民政府のよびかけ

その後の国民政府中央

’l＼伝子資本と社！l¥tf建試運動との答；接ふつながりを｝,ti,

とこ人でこの全国組織が，

l二工ってp足立Lf;二ことは、

ニと’ ）；二

めの必要 II~提条｛＇＼ it，郷民の負担を軽減寸る二去、

ヤペさ＼ '0りし:i'H＼雄悦を徹底的に除去することであ
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より一大きi；出法を防止しうる二とであり，
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わせる。しかし， この時期の中央官僚資本がフ守ル

ジョア的変質過程を歩みつつあったとすれば，こ

の三 Eiま当然J〕三とともL、えよう。

さてこの全国組織は以後1935年まで存続した

が、 特に193li干の河北符定県平氏教育促進会で関

かれた第2次集会では，依然銀行資本の農村流入

をめくやって解釈に対立があり， かt（り活発な1議論

が展開されfご

例をあげると，集会第1日の梁激漠講演「郷村

建設旨趣jが銀行資本の農村流入を生産的なも

のとして肯定的にみたのに対し，第2日の章光善

（中国i!tf洋義賑よいた総会代表〕講演「台作経済ワー郷村

建設Ji主，こhi.：反対し次のように述べた。

(1）南業資本は「工商業の発展が操業振興の後に

くる七ので去るlという三とを認識Lたか「》こそ

農村への投資を開始したのだとする哩解は，誤っ

ており事実誤認である C i2）現実iこは三種類の商業

資本の農村流入方式がある。すなわち，（i）合作社

を補助し， その地位の独，＇［を等賞十る方式：作作

運動cl）発展を 11/j：りしないだ；7でな〈， 合作i芭酌が

必要としている資金の獲得を可能にしその正常発

育金助長する こうした理想の方式をとる銀行は

たいへん少ない。（ii）合作社の独立性を認めない

方式 この場什，合作社は有名無実で，農民たち

の組織ではな λ 銀行家の f出張所jである。こ

の方式が大部分を占める。（3）したがって商業資本

の出村流入とわ九われ♂）台作運委）J（＇）提唱とは十 ll異

なる観念を背景としており，それゆえ，農業の発

展ば商業資本の援助に依作することはできない。

いずれにせよ二のようぶ銀行首相ζ対すら詰倶

が現実となって現われてくるにつれ郷村建設運動

は下火とな円てゆき， J;z終的にじ1¥J:¥7年 7)J 7日

の日本帝国主義に対する抵抗戦争の勃発とそれに

伴う国共合ftーの成立により、反共1'fJ11的を掲げた

郷村建設起動の役割は一応終わることとなった。

Ul: 1〕 梁激浪「自述 23年1月山東郷村建設研

究段落沼会議演J（『郷村建設論文集〈第 1!I三）ム山東

郷村建設研究院，民間23年〕， 31-33ページ。

（法2〕 梁歎j冥「雑誌村治主刊に際して潔宏、を述ぶJ

〔『中国民依i’i救遺書l之fi後党fF』）は，この11,Jfヂあたっ

工脅かれた。

(i'1'3）（注4) 本稿第周章参照。

（注5) 決持主主Z「 j~f 誌村治主 Tl) に際してみ，ι そ述ぶj

cは，民！＞17tifoころ？.L会主義に熱i1, Lて，「ti；会主義粋

前」という小冊子を議いたことが記されている。また

f，守7吉len交際に J八・「は， 1924ヰころ李か北京大学

・, J梁を訪れ，暴力革命，：；f；農専生I；，.・，主張を放棄Lた国共

合fh冶を説き，当時の隙独秀的発想、を披歴したとあるo

G主6) r国民政府ノ込業政情』（翠北産菜科学研究
所， H有利121:・ 9刀）， 22～25ベージ。

(i1'7) 『国民政府ノ農業政策』， 27～30ページ。

（十日8〕 『国民政府／作業政りIJ],39～4,1ページ。

(it 9) 『tド国近

〉〆。

くiHO）『国民政府ノ民業政策』， 43-48ペ ジo

(il:11) ［司民政府ノ ！＇主業政改P,,55べーシ。

この時j切の資本の怯：絡については， 1927年の蒋介石

i、＇.If立大小，；，，－，.ノ）J,./:たl.t二ltf:史的意誌についてどう規定す

勺かとL、う！日！題と殺くカかわ.， ξりり，一併にはそυ

康史的芯；義について，ブルジョア J学命の過程とみるか

Yうかで．議論が分かれていろ〈たとえば中鴬太一氏

: ) µ~民大 ，＇（，. 命以後Fγi'rj(r資本主j,j宮、資本と ！， ＇；本質規

定してわり，その立場は，毛沢東，陳イ白達， Z午糠新等

の中共側の規定と7さ今に反している。筆者は，ひとま

1中鴬i巳J勺炭定を L、2たい。 t，－ いなら，中潟氏自身も

指摘されたように1927年の革命主体としての民族プノレ

ジョアジーは， 「買弁資本と官僚資本をf在日台として「i

Jを生長 J十iめたZ山被制約伎をJi.い去りえにもので

はなかった」からである。中馬氏は，これを産業資本

の後進的/lJ斑としてかたづけ，氏自身が仮説としてtl:l

六れた「J攻防（（］未＜；L?NMJをこソ）ことのみ＇ . 'hi¥してい

る。氏がニうした主任：どをされたmLllは本論文でも若干
触れるように，国民党中央官僚資本の性格をプノレジョ

’l'l'JとHi＇ζ［たこ？にあった。しかしながん氏と反対

P立場』こ ，＇cノ中共山知·~t，および 4 れに類f る上妻怪

栄氏等の規定は銀行資本の分析を背宗としており，そ

山首11期（f)性絡を明 lJ ‘にするところから出口、る。雪芸

31 



Ⅲ郷村建設運動の各団体
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者！.＇.r(r)'(J¥ J、J日Mがきれめて，＇，；完；，似て主 Jみごとを不；；；

と1るo i＇：，，に r九中点 1YJ<，れ本（士、 ブノレ J I • （（）変Cij／.』

Vi＇え！じけ＂ • • .t・’J J たとごあ↓），そ【f; U小三；／；.＼iJQ 1110111 l完

全／1, .: i, ご｝； . :' 0 ::_ ，・，ノペ J '"1'i'J:{/:'(fj／，主l'，＇月i

i史｜中（（）i: ・.',: i;'.>j ノム F3ヘ；了：：， 1'7 '/'I (iJ J,I tt i ごゴ，；rJ.!i1

/i 1、：. ., f!_'i'、.:ri'J~',' ) Jさ／， JI；。ごぜ1,: 勺 ＇！ 、SR 11 'tf 

ヰ二月 l •• ''  Iii p；＿日J汁1：’r主j,i：、j、三It = ( j,  • lパ；／；,H','I: .,: 

,, ;:, :, ・, ：・＇九 l、J ,,, :t& l< : 1!1 l,JT:'f,e ＇｛’ト LA''

,: ''-'< ιJ(I :1 (',., • t:: Jろ戸lle'.党｝）ザJ与此；（＼ 勺 1, ,c.. ' 1. 

' I. I r(l'f［三flJ".j)f 0,';'J:, Vol. 討、 Ko.'.',N引.：，，

JLJ1i1,:,: . .c, L '. j',:', ,; Y'f --1、’y;'.>:' 1"1』（i）、：！

t'.l.11、 1%1にI) I 

(; ::1:i J , : 1 ＼：：ム

〔｛、［.1) l r [r [1 l上iにTt f(i; (:{: ,;,.i1 )J, l戸6～ll'i7、

( !l日） ,.・, f」 ι＼‘ ，iF今iI !1f 「，，ふ：；F1:1"1,,-r，，命f～i乞

11¥1' 1 lこ4」とJ、＇( T ::Iう：1,:L,J'rii'U吟 CiII 1/－、）.1）《｝ 

( I Iii) 1 I 1る：ti＇！＇.り ，，＇JJ J. j',! jl[ l・'. :j';、宇守 1:,:::cc1九，＇ゴドj( '{! 

;,,,:,・,・ 了； 'l'iJトバ＂白文 I( （’，，， I ii ).1¥ 日λJ

( .・) 17) i. S , ・,-; I ・；－；壬！『；

i . l 1 cs J I ji ,' '.]' ;;>) 1_1 i'i' ,:'i ／＼社Yl '!L .,') 1::1 l'u 'r'i I l・

,r・，＇， 'J¥・L I＜「，＿，，↑↑；j,'f ，；（，.， 之fj ( ¥; I I_: ), I), 62～h日

皿引1:H仕f立rn引の九トJ1ft(1 I l 

二こでは工；Jflci｛~(l'.]f 二各郷村田湾問！｛，:7) ＇｝ミ隠れこ

日I］して司今までitぺごきた三どをJf.11り下：fてみる〈

¥I;日中「！！日前；昔日i体には大きく分けて守 郷村教fl'j芭刊

を中心ど t・る（！の土、 ft作社化運動を中心とする

ものどの二.）市Aふるけ ご cT） 二 ·.~） ；土前述 L Fこ上うに

有機的i車問を目tノラ 郷村教育運動が民:Jt;11(Jfl::hX改

造のけ(l(J?L ハ.J-j' ('i'f 1，二社化運動がそれに経済

((J基礎を与えるとヤ行役将1］をwい， 二山市8びつき
に上〆ノてI1'.JJ1刊にはう J-(1J~j 七iぃ，］｛本のお：1u1it とそれ i'

ブ＿fl, ：..：＇ロf'(Y-J内実を与えようとする 11(lJ：を 1.つυ

L 郷村教育運動を中心とするもの

( 11 中華平氏教育促進会

. .；：，；下場 ~Iワj を＇ i' dらとして， ロソ 'J7 ラ－ll十l1l芯・人

び）補11力むたどを），（；二JC山 j{f.；二発5.t':, Iりどお＞f-以内！j;/ I 
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工作はもっぱら北、ドiこ集中し， ifff北省f定県におけ

るi：作はわずか県域の東第九｜之内のむ村荘に限ら

れ日‘たが， 19:!9年秋から全面的に工作二を定IJ;1;に

移し弔 全県を実験［£とするに至.，たr 以下工作r1ヨ

ザ干に触れるの

（イ） Tfi.：原則

1111 ！こi農村には1/.q／〕の問題があり， これに対応し

て［JL[J パ円教育が芳え「Bれるc

すhわt:,'(1）店、ご丈吉・無知，文二：教育が対応，

（＇.？）窮一質問，生育 i教育が対応，（3i弱＝疾病，衛生

教台ーが対応，（4）私二団結力の欠如l，公民教育がけ

）；ι，であるけさらに，教TfOl実胞か式には，教育
υJlノ；: 二1.ιじて， 学校式、社会式、家庭ょにの三種を
，＂＇；えら。また教育方案の両定は必ず世会調査にと

っζi！ド〉れた＇）ヂ支をもとにすと） 0 

i, ,I-t と 'Tて民投Fffo':jff:~－計上 蒜字運動と Lて／］＼；を

しており、＿；~－ cf〕立IIよかん、（1）の文芸敦子fがw：悦さ
れられは勺然として、 i《l'.l()q云fにiごtc；；） と（4）の公氏

1主ifh～ rmつf入心I)tJ占Fト；！ とLて（1）土，lUし～でi主，t
fi：と7（ず Pた。 この（！）とは）が， イ 11,,ジ：17(f:Jfl'.,;i¥¥:と

民！み立識全それぞれ発J場するものとしてT.f'i"の中

心t.::tc-r,, ＝れに対L, (21と（3)(t, し、j》ばJ支f,Iな的

内容，t：も九， ft Yf' t I：化運動に必要な物質的！Jliflt条

件全）比古ずるものであマイこっ

｛ロ） in：組織と工作内容
a 社会調五：統計誠査処がほぼ次のようなii者

頃日に J ル、て調査をhfト lfニ。（1）上i也分配・回帰

経’以・5ミ広畜産物状況等の;D,',J査，（2）家庭手工業・

JJ{l-山調査，（:3）集1Ii ・商業関係， fi計農民負依・

物fctli山調査， （，l）家庭衛生・人ll山；；l,¥]i')', 1.5）守二ベ舌Yt

;J.',jfJ:', (6）その他山tk礎調在（際史， i也11！！，風俗習m:,

七.ill}江どの概況）などであるc 』ill，］査が主そし本陪｛七し

た円it, Gカ年実験，；十！両が定められた 19J2Sf-e, 

杭礼調査処は初年度として l三:7）計画を実施した。
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科学教育と同時に，歴史教

式・家庭式の合同教材として平氏読物の編集，

民科学教育の研究 CH・＂手教育のための教師の訓練・教

材の編集・科学実験の実演を0む〉，教Jcl:・教学方法を

しごは，絵に上る悦覚的教育（拐、図，歴史図説等の

作成〉，楽器・ラジオによる聴党的教育などがある。

(3）学校開設など郷村教育制度の確立：郷村小学，

詳述平民学校（初級と高級がある〉，青年補習学校

( I同級平民学校の上級機関で，農村の領袖的／人材の－｛fl戊

訓練を1--fなう。 19三9年1月以前には半民職業学校， 19:m

年7JJ 以前は，平氏育才'.'f't交と呼ばれたっ1932年に出止），

if ;J字会（平氏学校字業のうち優秀な農村青年で組織し

t・ もの）のほか，実演学校（平民教育を促進し，普通

、ド氏乍校を設立する権利をもっ），実験学校（新教材・

教只・数学方法を実験する＂－ 'f:校），導生伝習制（実演・

実験学校の学生が，民ドに多忙で平民学校に入学で、さな

L、i'i4＇・守Jl,zーのために，｛ょ王＇ti'処を設け教育を行なう）， ffミ

民1t!JE：時と属天劇馬などがある。

[1¥J,；史数などの推干名は第8夫参照。
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百長諜議＇：荷主主

( /l¥111) 「招1;HzJl,,1実験（:sf'¥2 t長）』， 46ぺージりただ
し統計問弁処について；工付衣になく，京ニf1ーがか丈
'Pにある，，己述からjjJ':iJjljして係？っアこ｝

郷土芸術，民族芸術の教育を含み後述す一る

肢に文芸教育}.t,

、、
古
H
H

調査は経済合作組織の編／JX.•｝） ため

民間舞踊f寺i]t7）発掘・

文芸教育，

河北省V，＼政建設研究院が成立，

笠f_ll！／（ど乙l込，h') ／こが，付随的なものであ.) 1こり

FJ:13年 7)J, 

の準備資料となるものがほとんどで，

公民教育にぺながるものは，

セ期をi岳じて，

つ，＇！しノジョア的

工作内容は以下のとお

I）。（ill弓族精神研究工作：志じ仁人の事院を遊

び系統的研究全行なし、，［歴史図説1,rt：司族精神

ぬjt(、どとして出版する。（2）農村1・1治研究工11ム：

公民教育：公民教育部と家庭式教育部がq1

公民教育と性H妾な－・）f.(/J：りをも九

要素と民放的要素のj昆｛；である。

,C..、と tr,って工wをhtcう。
C 

在古i：を設け定県を実験lてとすると，統計調査処は，

主協調査工作はも J ,{f＜＂》

芸術教育部，政房YJ

下位ょに教育J'；五が中心になづて三の工

l県政建設研究！日恨ljが担任することとな／，た。

：丈主計rr:}f.民文学部、

既得資料の整理に回り、

研究委it会，

ff：：二~たる
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’F長・基本字去・詞去の作成・節-11'.f'.の応用など，
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C/1＼所） 長陽一初「中華平氏教育促進会定県実験工作
,;'fH＇千JC『郷村建設実験（第2集）』）から筆者が作成。
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20社。（ロ）合｛村上：正式成立50社，うち多くは信用，

購買（；－｛jミ社，次し、で生産，運錯（運輸販売の立） (H乍

tI：。川 ｛Hl社連合会：全県を 2fl:に分け区連行会

1,l本人材の訓練を行村内i台の内右・組織の研究，

市＇ill口付仁実践的に郷公所を ~u-，共同討論fょご）。

そのi二に県連合会設置を汁Tfl!i。19:l4年

現在県城区内にi三連行会が成立。（3）杭物， If0J物生

を組織し，

tちをわこなったο （3）公民教育資料研究

了1乍・基本百件の研究・編集（「公K近総本誌j，「•＋1

11』倫理之根拠Jなど〕。およひ応用教材の研究・編集

（「三氏主主主l品市」，「農村家庭ぷ二IJ，「士一村i：η｛；設，frjな

で弁公人

コーリャ産己主進実験：続物では棉1t，小麦，菜、

ニワトリを中

結果の普及に

動物で1土ブタ，トウーそロコシ，ン、現地の慣行的主ど）, 1,1）公民出動指導研究工作ゴ

心に品種改良などの実験を行ない，ど土利用して指導する。（5）家庭式教育研
r＿，、
ユーζ、

京X，／ザ
ヲ’J') /,) 0 f千家I；遠山中でJ也｛＼＇r：が日程度究工作．家庭工にとi土7

衛生教育．衛生教育部が中心となって行なむ公民11＇］訓練を施 jt (/) (7）分子をi車（， L' 

ヨ。工作内容，（1)保健＃｝I］度の確立；（イ）平氏学校卒

業でI,，］学会々艮の中か九保健員を訓練し，

1 :f, 1111 く。（ロ）人口，距離などを考慮しながム l＂~t1J

各討に

山社会｛ヒを IIHi J-じたとえば，「家庭会JとL号う名

は；;i，少年，山女（妄入 :iM主力：5婦ので？家主：，

家庭式教育ーの方法ど材料，議〈附肩引JJt会をもて、，

各［互に保健所一つを設け，医［社i1 f,, 合(Jiよい，日市生活のlX2'fの）j法などを研究.l主 '.T）＇支店rn司 ~n,

各所年平均費用則。廷。 19:J.I年

現在Iiカ所設置。料全県衛生教育，衛生主主設の総

機関として｛判定院をL淀向。年平均費用 1774りけり元。

(2）流行病‘地方病の撲滅技術治療法の完成持及。

D}J J1li 1名を置く Gそ

げI;C, Jい＇） (, ：＇）に／＇ ，，、どはほとんど学位式、討会Jに

r'dl?IIとi主治して）：協に、行fこ石。

一11.:「家庭会jIt 1!h:V：的組織であるが，

件μ＼－:fh'f:生；，I－教育rn；が中心にな？ご行な

山東郷村建設研究院(2) jfr代的良村tf；；守ttii史に必要 1＼知識と技v店主：民J。

ヨ時三五lり：m年10月， ill東省政府主席韓復禁が，li~fi.::ft 涜：立＂哉と科学（J'J｛干珪'l't'-Jf?i神を美民に 15-え、

山東宮で業を停止してL、fこMffi:H治学院に対し，民十f(d'IH円五IL織全打1J，立tと：， 0 主［十j.LJ右は成L、

山東省tJ戸平'Jf.'.r.iを行なうよう勧告， El:ll年 6月，冬（／）：：男］立，ι 11、τ次，）） と－~J I) , IJ I民民生υ十訓練

中寸コ県を試験区に111：東郷村建設研究院として発足，i二生，Jj三r<1Lillh収工I）災学校を［むさ， 11/i物， Fり物＋rI,

Jl-l付；［J＇：、i壬1汗C,(1しつJIii械をff／.：うつまたとのq：校 初院長梁：擢祖，両院長孫廉泉という人事で、あ J》た。

19:{1 + 3 n山東省政府と113民政府は「各ノ古設立県
(11i）｛県を実験i乏に政建設実験区弁it；に基づき，

これを Eデ Iレとして

fト極建i比i)1il1iなどを教え受け入jしさせる＇ (2；県単

位｛；－竹山fit[¥;IJ！主ぷ立 1/'1'.十1)fHHI：点、；未組織のと

で「，ti立i延秀lよl史家を去彰L,

研究院分院とした。同年10月，梁；耀祖辞職

の後，研究部主任の梁敵況が第2f ＼；；院長となった。

.QOえ，

!'! Jl)J tJ: 

先日t

ころに翠11:nr創立！として白J:l/Jtl：を机織する。
では仕はが共同！日資金を納める必要がなく， 工作原則（イ｝

政治，教育，経済，保安のー｛主化を理想とすらりその：食庫にみIしぷ）出資金をwに¥rr,f /J :l,',t立され，
てtLi右上fli山「it'1)i・C, 着服,1:J.特に行政機関の教育機関化に重点を置く。1'/1；二をたどUlt当に資金計

としては，（1）中＼'Eト乃郷付社会に，最も必要かJ川 •I

主主な経織方式の研究と実験，（2）郷村の白救芯；ぷを

啓発すること，（3）知識分子が郷村へ帰る運動を唱

,'llしができと〉ヮ］川i年現在，中11t:i＞域にコ銀行か

中心什r,t,：，力「1r.分台J,lt12万円；をi:'..b'L。全リ十でi'!

11/J什ゴ7“iえιらん合｛Hlに改組要求してし、るもの
34 
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導すること，などがある。全体としては準保申制

度と呼びうるような組織化が進んだことが；最大の

特徴である

（ロ） 工作組織と工作内容

組織についてほ，研究祁と訓椋｛；＼＼からたる。（1)

研究部：高等教育を受けた者，および学者からな

る研姥員が、郷村建設問閣を研究する。（2）訓練部．

中等程度の教育を受け土者からなり，入制の；i!ll諌

が目的。修業年限1年で終業後は，現地に腐り民

衆学校を組織させる。

次に工作内容については，ほぼ次のようであるo

a 教育訓練事業：教育部は山東省在籍の学生

3（）人，他省力 hらの学者10余人を生め， 2年間の研

究を行なったが，専門学術を有する教師に欠け，

効果己lあが「jなhったの訓練部位、卒業者約700入

を2年間に出したが，かれらは，現地で民衆学校

を組織し， 19:n年現在77カ所に民衆学校を設立，

高級部60，普通部87，ギ；生数5280人となっている。

b 県政建設事業：従来の区会所，郷，鎖公所唱

和公所を廃止もL，かわりに教育組織をかねる郷学，

村学を設けた。 （郷学，村学の組織系統については第

2同念照。〕

郷学，村学の組織化は，県政府の委任によって

医会所弁理人が郷学常務ヤ蓋1名を郷理事l乙郷

鎮公所弁理人が村学常務学董1＇？：を汁理事におの

おの任命し，従来の行政事務のいっさいの貨を負

わせる。郷理＇1：；土有給でよ!fl，政府かム支払われるが，

ほかの郷助理員，村理事，村助理員は無給である。

計＼1司された11:v1可数は，榔学14，キiヤ42であり、組

織化の完成しとい，逐次区公所，郷鎮公所は廃止

された。

C 保安市栄．団普を改組し， R団幹部訓練所

を設立，徴司ii[琢を附設。その他村学をつなぐ聯荘

会合組織し、民衆武力をまを成。

第2図郷学・キf学の組織

県政府一科学一一一一一昨
｜ 郷ア：学董会 村学q：査会

f一一常務｜学輩出郷理事常務｜学董＝村理事

学 I l筆＝郷助理員学 ！蓑＝村助現員

子｜長学｜長

学衆 学衆

f注） 学荒l主物のよくわかる敏腕な入，学長は父老

のう t，学のあるん学衆は，村，郷のすべての住民。

2. 合作社化運動を中心とするもの

(1) 中国華洋義賑J蚊災総会

1920年，内外からの1700万元の拠金を基に，遼

卒、，吉村、，黒竜江也および河北省張家口の難民

救済事業として発足。正式に成立したのは1921年

11月で本部を北平に盤き，梁如浩，察廷幹， G.

nυuglas Gray, Lcvington Hariなどが創立当初

の中心メンバーであった。成立後，救済活動重点

から災害防止活動Ifi:,<,';Zへと工作を移行した。

付） 工作原則

1923年4月4日、 「処理農村合作事件之方針」

を議決しラ原員ljを確立した。

まず第1条で合作事業を中心とすることを明ら

かにし，第1条で以下のような方法を示している。

(1）信用合作社から着手して他の合作社に及ぶ。（2)

河北省から始める、； (3）現地農民の自発的組織化を

第ーとし，会の組織化tこ対する援助は現地農民の

協力依頼があって後，通信指導によって，組織方

正，登記方法を教えることなどにとどめる。（4）一

定の小地区を画定し，試験工作を行なうようなこ

とはせず，広範に作作の種子をまく。また，郷村

教育についても一応第10条で， 講習会，巡回書庫

等による合作教育を行なうとしているが， あくま

で、付随的なものである。

（ロ） 工作組織と工作内容

1931年まで義賑会の工作は河北省中心であった

3ラ
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各省における義綬会の合作社設立数

江西.~~· 1·｛；層五JJ~
互助 f上｜互助社｜不詳
1,000余 I1，問。余｜
522 I不詳｜幻8

第1集，第2集から筆者

tn9表国民政府救済水災委日会の委託で江この年，u‘、

河北省

附 I 9521 

34 1,1061 

（出所〉 『郷村建設実験』，

が作成。

安徽省

J互助社
2,000余

2,400 

安｛教に開万9480元 9角の出

た。また 1932年に湖南省の義賑会分会も湖南省救

済水災委員会の委託で，

この両省で卒業にあたることになっ

百に：，s万2545元8角，

店主を受け，

1万トン（銀アメリカ

換算76万8710元8角〕のほか， 547]4317元 3角の救

さらに，河北省分会も1933年 1済貸付を行なった。

（%） 義綬会貸付金用途

安 1tt省

14.1 
10.2 
22.2 
34.2 
2.6 
7.9 
8.8 

江由‘省

22.6 
Hi.8 
l:',. 7 
14.9 
13.4 
5.0 
11.6 

河北省

18.7 
3.2 
13.1 
22.9 
5.7 
12.9 
23.5 

第10表Jl ；＼＇心目民政府救済水災委日会の当地でのそれま

m巳れ
もみ種
！；！｝ 共
家
穀物食
事繁盛修
その他

;3万円：i川元の資金を受け

っさ、ラ分会自体の現有資金 5万Gl;,8Jc, a十9万4466
で山業高を肩代わりし，

（！切｝）同附建設実験（第2集〉』。
(i主） j11J .1じ者は1934年8月末の数とt.
ロ：両省は1933年8月末の数字。
女i数＇tiは19:)4年6月末の数字ο

業の拡大はもちろん両湖，

箪の動きと深い関係をもっていたと思われる。

河北省以外の4省については，合作社の組織化

~]j 止が， i可北省とは若干i主って L、石サすなわち受災

法Ji:にまず互助社（合作ti.のif;;iii社〉を温織させ，

よ二のような義賑会の事フ己を基に事業を推進した。

抗菌などにおける共産

貸出！拝［111｛反に用途を限定して救災貸付を行なう。

特iこ安徽じl分 :iJiIIが94%弱を占めたのに対し，

と江西では月利4厘と定めた。

特lこ9犀か

織

一般に義販会の貸付金は生産事業を最僅先して

そのブルジョア的色彩を読み取

引 分会

おり（第10表参照〕，

なお貸付規模につL、ていえば，

El壮年に河北省で7万8650元〔8月末），安徽省で

江西省で 15万断4S元（6月Hi7i59:-n元（6月末〉，

末）であった。

商業資本の農村流入については，総幹事の章元

警が講演「合作経済与郷村建設」の中で，

一般に響滅的である。たと

守夕 、同 ¥.. 1:: --rて、主干ス
'oJ ＼ー ζ－ ,r 、、 丸ご ’cJ 0 

事

悲観的

展望を述べたように，

「合作事業推進方案」の第7項，第8項で

は，中央地方政府，社会団体，学術団体，営利回

体の有益な農村建設工作に対してト分な協力を与

農村への資金流入については，合作事業

の生存発展を妨害しないという条件で許可し，紹

えーるヵ：，

介してもよいとしている。

えば，

（出所〕 『郷村建設実験』，第1集，第2集から主任者

が作成。
（注〕 (1) 組織系統 …・・指導系統
（ど大会は2年に1度開かれ執行委員会を選出する。
(:i){t作委弁会：設計事項を，，1る。
奥平lj股：執行事項を司るc
（－！）行作組：合作社業務
利用組：掘井貸付と渠工（（J・iI':1：的
（口1fif合会は合作社の連行経織で、日lヒ省ではJ.lll;聯
合会8区聯合会45（うち承認13，未承認32）が
1934年8月末までに成立している q
(6）分会は湖南，湖北にある。
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経済建設事業，教育事業，保安事業が

経済建設事業がどちらかというと，

優勢である。

的である。

中心をなし，

1933年4月末までの大銀行の貸付参加として

は，上海銀行が1931年2月から計10万元，中国銀

行が1934年3月から2万元，金城銀行が5万元の

参加を行なった。

一
中
華
職
業
教
育
社

一
股
員

~1111 I~ 
｜主； l副1,J

l宣ii自111"1

工作組織と工作内容

；委

（ロ）

！芸｜

分｜

',6. I 

11: 

ri1 

中華職業教育社

1926年10月，江蘇省昆山県徐公橋を第l試験区

として発足。さらに1929年11月鎮江県黄櫨に，19:-n

(2) 

おのおの改進l乏を設立，

1933年10月には上海近郊の漕河涯に農学問を創立

した。工作の進行は 1927年3月に経費などの関係

で一度停滞したが， 1928年4月になって6カ年試

験計画を作成するなど，本格化した。

年7月呉県善人橋に，

工作原則

政治の一体化，すなわち富教政合

ーによって農民の全生活を改進し，真の自治に到

達することを目的とする。実施にあたっては，「教

4イ）

経済，文化，

（出所） 『郷村建設実験（第1集）』。

（注〕一一系統線 …指導線。
1933年現在，会員460人以上。分会は七つ。

根於学J「学根於倣」「倣是学之始j「一面倣，

面学，従倣中間求学，従｛故学中間求得系統的知能j

（教授は学習を基とし，学習は行動を基とする，行動は

学習の始まりである。行動と学習を同時にし，行動の中

から学習に努め，行動と学習の中から系統的知能を獲得

する）を原則とし，行動と学習と教授とが一体化し 工作内容については，徐公橋改進区（1932年現在

人口3536人〕の例のみをあげる。

経済建設事業：（1）公共倉庫と合作社： 1931

年に水害， 1932年にはかなりの米麦の収穫があり

ながら穀物価格の下落で傷手を負った。

穀物価格の安い冬期に農民が稲，

米価が高くなる春にまとめて

そこで公

a 

共倉庫を設け，

白米貯蔵2000

白米を倉庫に預け，

市場に売りだす。 1933年冬期には，

石をこえた。

1分会ごとに一つの合作社

を持つことを目的とし， 1933年現在，信用，貸借，

営業は3万5000元に

合作社については，

生産などの合作社が成立し，

うち信用借款約8000元，肥料借款約2000元
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達し，

は，ほぼ次のプロセスをとる。（1）まず区域を画定

し改進区とし，職業教育社社員を通じて地方指導

者を連合させる，（2）地方全民大会を聞き，改進委

員会を選出し，（3）委員会に弁事部と部主任を設け，

(4）試験期間を 6年とし，期間内は職業教育社から

委員を派遣し，（5）期間後はいっさいの事業を住民

自身にとっ寸代わらせる。（6）最初に教育事業に着

手し， 区内に小学を設け，中心的小学の校長に全

区の教育その他の社会事業の責を負わせる。（7）次

に自治，経済，建設，保安などの事業を興す。

以上のように徹底したプラグマテイズムが特徴

具体的な事業の組織化にあたってた方法をとる。
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したがっ！立！？系の根本に子をつけるものではなく，

て i：地改革的！抱策tこ之しかったといえる。いわば，

となっているつ

i草間， t，草地などの建；：支：［＜仁川：子；とでに工i丘(21 

それは地主的土地所tiの校幹に手をふれることなり4(101{'_に） ＼、てい；＇，~］そ川佐賀＇ i'l 己負担で i カ，， r,

他）jで富良経営的形態、さとできるだけ育成する
ノ、，地主負1f[280元，はjffi士連l迂， Ti"l/{1；ニJ べ、 lごは守

資本主義化の道を歩もうとしたのことによって，6琴it長引を完成、係1力iyf,二三.fl.J:rl訓 1コ：；c強巳

周知のよう

に解放i乏での農民運動は土地革命的色彩をも宇〉土

地所fr関係の根本的変革をロざすものであった。

J 一』『

じめくJ。

こうした郷村建設運動にたいして，

修築した石｛：｛言8，木Mlゴiτ 己IC立会

負担 ~l81.7j1じであ y た七河 Ill，抗11t1l{1｝築には，政

府内ゴ（）（日~，ift f Hi llf1と民民の無償労働でほぼ完成c

qさ1二J ' h、て；上，

このような）λ共運動としての郷村建設運動は，

者1,e-(fヰj士長 ill公TL，工学校．公i'I:•} ＇私立三，

学生数11＇.！人．年間経fi:',rni1 . (ijcc 

l:.!Iその他山機間 企l三（T）小学校教職n；，込九fιbX: ｛呆fji制度のF準備的施策解放i王での七地革命に，

二十．と反共的民族教育会もって対抗したわけどが，古少主l'-HfH完民衆講i寅所；1力所，三れる教育会議，

階級的緊張状況の地所HIYH系を放置Tるかぎり，日，賠嫁改良会hど方、あるコ

激予告さと抑えさることができるはずはなか.，・，／：.こ。｛恥巾flj!J，普管区などのjJをかり ζ教育事業rt,

大長征軍が；；；：：北に到達したとほとしj二がって，＇｝.齢児童：内入学を 1故ex.主せたためi史学卒i上りO'J；》と

{l；蘇古立教育学

ll'.;G -~, IJt1かれた全国郷村工作討論会第3次大会では

それまで、の大会でそれほど、真剣に討論されたこと

がなか ・.Jた保Ifl制度と！二地問題が治議の中心とな

ったc 1!tcr:pm1J度につし、ては，（1)j)I¥｛，東工作に重点を

置きその民衆｛ヒと厳宿化をはかる，（2）保甲制度を

んど｜；山｝y均！のEJ:l5斗＇・lO)i10 Hに，人(7〕i抜こj-:教育のほうは iらEりうてtく

九文f咋［ぜんじも 占エし
H’［・1 I ・＇ト」＇ ' . ' iー保安オ：主： f;(Ejl制iι

,. ／－，井 4,c J 》1-II 、

！、ィミ／，• 0'  
イ 1, . r.1J通 J；」コ

C 

その他にi:M人f川、えはか （，

実施にあた J ，てU:,たる｛＇｛待 ff、Hとd'11;1n；まがあるc

/ 1:' ；.川主ー 戸、、ユて／，白
hノ三 Jム ＇.） / --, l、、.，，，，υ－，

r~ 山広1、公安同分！Hfと速すれしてLる υ

郷村教育を促進ナる，等がさめられた。手l]JtjL, 共産軍との関連3. 

この大、会に先立って 19:l忌＂f.土地問題につL、てLt,京」ヒに.t,uと与frjf治l:1JiぇE斗ごjj方、るように，

9 Ji l(; Hに1I I ii'i '(Yで発友された問錫山の i土地公i；夫両氏支｛，i'I'・j, JC'./:1lsW.lじ巴；t台(1二q,:j'主委民会，

tたよ，］' 特に論議の対象となった。 1111T案弁法大綱Jが，Hv; .k. t；資金

こしりi也］j長；ょ

t3上び与＼！；－宇J(U!iz:；主しり J.f支出山＇，

l
 
j
 
i
 

L
 
y
 
i
 

けTAふ[)yむいもともと共産勢力のづまい、IW凶，;J;:J,ilの主うに，:';:il'i j_bんで＇・.心点、’

特にjコ左右E半が限jじにi主するこのび）jをJ'rl也であり，l(l'.l,1'r十lO)Jにl;f;t.ゐ大ld1E平が最伎に十i占拠地とし

危機的状況にあ d yたであんうことは疑い11-1Wl；よ，またそれ以前にも1;J：凶IIて；主／）たとこんでおり，

このような：vu兄Tにど~れた！詰ht易1!1をし、，／Lなし、。宮i］；ιHtと中心どしたJ七i主勢力の強治古Jえに尚（札

次のような内千手をj寺ってL、京とはB条からなり，1)1j述したよ ）；二五阪会 i主2 ・, 
C 

1 →lJ• －－，－で l +-: 
電しー叶f ~- ，，勺〆j J」

1ト， k、与、
ι」 J山－~に仁（＇1：ぴ l}J/('.l'. 1'.rn年ーころんミ九Ft心＇JI, 主主i杭

( 1）村役場は公偵を発行し，全村の土地さと買収L,

N公ti'どする（沼1条〉。（2)［二地買収公債は，毎年
それはhd七という，，：51守、では.,¥'.i ~ iまじめてL、Jニ！；＼

そのJl!i副主次のようなものである。i民.iIJj ，.：，が，J:J也Jリ1イi

窄JじにiコfrるTi乍どJ己i主をなしてい t~. 

イtt(1(Jlこ刻；付注，；＇，！＇.iffiJit ‘ ' -.,. _-,,--
・＇ー’》、二、
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結論
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何年1%の品議保護税，（ロ）土地耕作による収入の

10%の所得税，判土地以外の労働所得に対しては

1刊さ最低とする累進所得税，相手I］子収入にえ、Iし

ては30%を最低とする累進所得税，（剖正当の理由

なく労働しflL、押民に対しては宗主！？者の負担－jる

労働所得税の平均額の不労税を賦謀する（第10条〉，

(3）土地（農地〕の生産性（肥沃度，保水性等〉，耕作

者の世耕能力をご汚慮しつつ，一定の土地と在籍農

民の農耕に分給する（第2条〕，（4）村民大会により

相公有土地内共同耕作を議決せる場（tには（共営

農場」として定める（第3条〉。

竺竺には， ヅ／レジョア改良主義とでもl呼びうる

ような特徴公みることができょうc 問中忠夫氏に

よれば，これとほぼ同様の土地政策が， 1933年末

福建臨時革命hf）］委員会fこよってとられ，控折し

fこことがあるという（注4）。

問題はこう Lf乙案を現実化する際の，地主，官

僚， 商人高干l]f:fの三粒一体的前期的資本の対応の

仕方である。この前期的資本の一部が，ブルジョ

ア的変質過侃を歩みつつあったことはすでに明ら

かにしたが， それにもかかわらずその前期的性格

は一気に払拭ござるものではなく， こうしたプル

ジョア改良主義的土地政策に対して， かなりの階

級的利害の対立を結果するのは必然であった。

:u中氏はこの，＃，に関し司 ほぼi)>nようなEιこ：を
出している。（1）農地買収価格，公債利子をどう決

定するかで地主の反発を附く危較かある，（2）前期

的資本が，土地政策実施後，農耕資金を農民に融

通－j－るかど巧か，（3）反動的中央政権および隣接地

方政権によ J-c, この土地政策が’ふ認されうふか

どうか。

姿勢はなかった。そミで、の結J命は，（1）ζ の種の土

地改革には強力な中央集権政府の強制執行的施策

が必要であり，それは当面不可能である。（2）行政

単位でない村を土地所有単位とすることは行政上

のけっさいの条件がないことを意味する。また村

公所の主要メンパーは，封建的地主・紳士の類で

あり，利害対立を生む危険が大きく，さらに村落

問の対立を結果する。（3）担保としての税制は農民

負担を加重宝する。（4）中国の南北は情況が相違し，

北芦IIは自作農が多いが南部は小作が多く，政策の

実施は一律にはゆかない，等であった。

けっきょく，土地問題については，何の具体案

も提示さjしずにこの大会は終わったのである。し、

ずれにせよ， 1936年 1月と 3月に毛沢東，蜜1］志丹，

徐海東の指揮下に紅軍の主力が山西省に侵入し，

18県を占領するにいたって，この間錫山の試みは

破綻するとととなぜyたほ5）。

こうして，郷村建設運動は， ;i"：－；利貸商人資本の

ヅノレジョア的変質過程を段階として完結させえな

かったのである。

れ主1) 本章のぷ述l立大部分『郷村建設さ経験』，第 1

＊，第2集，第 3J;f：によっている。

Cicl:2) スチュ γ ー！・シ L ラム：~， i j川忠縦，

松茂雄；）J,:if｛『毛沢東』（紀伊国E童書店，19674-), 149 

へーシ。

Ci主3) 『中国;Ji［にn:t史資料C:f3絹）』，999～100け
~』ヲジ。

（注4) 田中忠夫『支那経済の崩壊過程と方法論』

（学芸{i, 11:1務lll年5)j），第13平 f支郊のti也知1題と

l幻西土地ぷll問題J。
（注5〕 シL ラムヨ干，石川， 'f松共i沢『毛沢東JI,

164～1り昌二一ジ。

結 論

二のよう ！dι倶はその土ま現主となって現,f）れ わたくしは，このノト論で郷村建設運動が封建支

たと思われる。前記郷村工作討論会でも悲観的展 配勢力のブ、ルジョア的変質過程の一端をになうも

望Jぷ出され‘ 三れに積極的対応を行なおうとする のであったととを明らかにしようとしてきた。し
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節 11表 立：婆な郷村建設運動間体の実態

~1}_ H；一名1自，1(fltI,~J r.＂［；持品：~，1•·1~~！~•• ~Ji：＿：；~主主~~－止すよ
江西省農学院 1193印刷江西省｜ 1s7 I 山崎政府 ｜董雌 ｜農村経済研究改良

金｜；た大手氏くお .L~~~年1古京i 同 ~~；1長F竺市1 探究｜警竺？？：士竺ι
安徽省繭鑑邸復l1面再一｜ ' 一一一｜一 ｜ ～ I :~- •••• I 
時村工爪員fill¥I （陸？と）｜安徽 1 I so j村党部 l＇／：立人 j保爪合作の改良実験

:tiii~員教育儲｜…年 I~ 平 l 1;3r 172時理事品臨時日「平均点一一一
: ~· T- I -I I 一一 「 － iτ瓦科訓練r:-t許！経語'fj.(J

1哨省立教育学~，.＂ I 1叫て！江蘇 1 I 幼 lI省政府 ｜商践四 l震研究，保申制度の実
! 一一I~_, I ～ 1~· j干上B.：学生お納入iJt未認つ一一一一一←一一

q1華職業敦子T社 1907{1 I上；；；fI lコ01 田！九包庫，教育部，主耳元培 本文参照
し 一一I_ 1 ....... 」ーや｝喧E関空機関ーし腿源一…一一 一一 一

時期建 Ti~年国吋 l~Or 四国古文化割附日！？竺開業一
I I I I I i棉，秘，麦，豆の育種，

湖南棉業試験場 I 1930年｜湖南｜ so I go I省政府 ｜；良輝 ｜栽培，普及，棉花，合作
I I I I I I ! の推進

i·i11~ （i'厚手tI ~4｛「同斗－·800[ ぶIii!民主M . -・ 11~i主｜主主Z霊童話議伊
－耐震扇i日記－~~I; ].Lf-1一二（ゆ1--~－I李白金吉会員会I~一一「開議控訴一

I I I 1はび狭間 ｜ 投資奨励

F 中画事洋都会救 l示l年丁正平日明｜ 195-r国民耐 ｜章一吾川文参照一一一一
災総会一一一一一一一「I... I -~ ••• L r己ア今日カ ！ 一 ｜ 
銭手県f也方建設ii』I j河，！と l ！ i畝3仇り麦2升i 自衛組織，｛~ミ申告t，合
進委員会地方自11,i 1930今＇－ I情平 fiO I 10叶の現物税 ｜越秩写 ｜作祉の組織化
委員全一一一 i一一L一一 一＿L j句…ー吟←～ー｜一一一一｜
C:il所） 「郷村生設実験（第2集）,], 495～5:lfiペー〆、から作！主。

かしこのプ／レジー？ア的変質過程は p け iきょく三

つの問題に逢着することによって，未完結的たら

さるをえ／（い歴史的限界性をも〆 pていた。

すなわち， まず郷村建設運動のうち郷村教育運

動的側面では，（1）プルン、ヨア的合理精神山育成，

(2）新儒教主義に基づく，反共的民族精神の育成と

いうこっしり目的をもってL、たが， 元来ブル’ジョア

膿理と新儒教主義が矛盾なく融合することはあり

えなかった。なぜ弘らブルジョア原理は労働力を

も商品化する商品経済の原理であり，新儒教主義

の家族倫理的共同体原理を本来，破壊することに

よソてむしろ生誕するものだからである。第I節

でも触れたように，新儒教主義は，この時期の前

期［力商人資本が暴力的に原動的蓄積金来たす二

とに危険性を感じたからこそ案出した一方法であ
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ず〉たと考えられる。現実には保甲制度と民団組織

を中心とする暴力的支配機構が確立してくるにつ

れて， こうした改良主義的方法は，やがて姿を消

すこととなる。しかも皮肉なことに，末期の郷村

教育運動は，｛呆甲制度と民団の組織化を促進する

役割を担わされており， その崩壊過程をみずから

っくり出したのである。

次に，合作社化運動の側面では，（1）農業の生産

性の向上と，（2）銀行資本の農業投資への誘導，と

いう二つの目的をもっていたが，実際には，華洋

義賑会をはじめとして，信用合作社に重点を置く

ものが多く，生産合作J'i：はほとんど拡大しなかっ

た（第8表参照〉。

信用｛ti字社i土既述のように銀行資本の農村にお

ける窓口の役割を果たすものであり，第10表から



もわかるとおり生産事業への貸付が優先されてU、

たが，にもかかわらず，銀行資本の農業投資に対す

る誘因となるべき，技術革新や経営規模のf広大の

ほうが案に相違して進展せず経営規模に至つては

逆に縮小する有様であった（第12表参照）。こうした

結果信用合作社自体も伸び悩みを示すところとな

った。そのうえ信用合作社の実態は次のように，

前期的性格を払拭しえたものではなかった日 I）。

(1)多くの信用合作社の貸付は，常に地主・富農層

に独占され， しばしばかれらを通じてさらに高い

利子を付して貧苦農民に貸し付けられていた。（2)

多くの地方ーでは，農民が貸付金を受領する以前に

小作料や利子の支払v', あるいは地租や雑税の支

払いを前引きされた。このようにして，信用合作

社は現実には新式の高利貸機関に転落することと

なヮた。

さて，郷村建設運動の資金源は第11表からもわ

かるように国民党中央， および地方省政府関係の

ものがかなり大きな比重を占めていた。特に農村

復興委員会は 1934年の第2次全国郷村工作討論会

に参加するなど，［:18民政府が，郷村建設運動に積

極的テコ入れを行なってヤたことは確かである。

こうした事実は郷村建設運動と国民党中央官僚資

本が同じ道を歩もうとしていたことを示すといえ

よう。郷村建設運動以外にも，同時期に国民党中

央は「新生活運動JCH 2 ), 「国民経済運動」 (i'J3) 

など同種の運動を展開しており， このことからそ

の目ざす道は 1937年の日華事変まで一貫していた

といえる。しかし，全体としてこの種の運動は次

の甘導伯（無錫教育学院・黄巷実験区〕の言葉に象

徴的に示されたような問題をはらんでU、た rn:4 l。

「豪紳は民衆の桓拾であり，農民の生命は全く彼

等の手に委ねられている。政府はただ豪紳達の鼻

息を窺って動作するのみであって，若しも社会改

鋳 12表 富農経営の趨勢

地域 開墾1型
39.52 36.42 60.07 50.32 
6.33 6.50 26.67 26.67 
19.01 14.84 37.66 30.51 
4.91 4.93 26.53 26.53 
21.59 16.93 80.20 57.36 
17.33 10.54 63.47 70.40 
11.30 10.94 38.17 36.83 
26.90 25.28 61.09 48.74 
42.80 38.47 106.92 87.00 
19.85 19.68 51.33 46.00 
39.55 39.02 64.67 62.29 
35.39 33.93 26.55 25.50 
8.38 i 6.92 21.80 20.90 
33.12 2s.32 34.50 34. :~o 
27 .67 30.50 27. 60 26.90 
一一一一宅一一一

（出所） 『中国近代農業史資料（第三輯）』， 831ペー
ジ，原資料は以下のとおり。江蘇， j折江，砂rn耳，
河南：；農村復興委員会『江蘇省農村調査』，『討fr
江省農村調査』，『自主西省農村調査J，『河南省農村
調査』（各上海商務印書館， 1934年）。
河北：潟和法『中国農村経済論』（上海禁明書局，
1934年〕， 232～233ページ。
広東： 陳翰笠編『広東農村生産関係与生産力』
（上海中山文化教育館， 1934年）。
広西：『中国農村J，創刊号（上海中国農村経済研
究会， 1934年）， 65ページ。および， 『申報年鑑』
1936年版（上海申報館， 1936年）， 29ページ。

造を行なおとすれば， どうしても正面衝突を避け

ることはできないであろう。」

現実には蒋介石政府自身が前期的性格を拭いき

れず，したがって四大家族（蒋宋孔陳）の中にすら，

国家的規模での前期的収奪を行なうものがあった

のである。たとえば，陳立夫，陳果夫を中心とす

るCC系資本は， 中国農民銀行をその勢力内に掌

握していたが， 1942年以後農民貸付業務を独占す

るに至った。その実態は，被災年次の春期の物価

が騰貴する時期に，多く貸付けを行ない，秋の収

護期の農産物販売価格の下落する時期に返済期限

をおくという，時期による価格差を利用した悪質

な前期的収奪であった。こうした反面， 1947年 1

月国民党国防部聯勤総部は，湖南， 四川，福建，

甘粛，阪商，貴州等の諸省に「屯墨絵、隊Jを設け，
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7ι しごノとJ)iゐ勺1'1fl持J(J'.J資本山ア！し
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